








Wharton）の名を挙げている（Bender 32）。ウォートンが 1913 年に出版した『お
国の慣習』（The Custom of the Country）は、伝統的価値観に縛られる人々対
新しい生き方で社会の階段を駆け上る人々の攻防を描いた点で、社会進化論に



















the Origin of Species by Means of Natural Selection, Or the Preservation of 










下の 5冊を挙げている（Browne 16-45）。          
ダーウィンがケンブリッジ大学在学中に読んだ、英国国教会大執事ウィリア







ダーウィンは海軍の調査船ビーグル号に乗りこみ、1831 年から 1836 年にか
けて世界を周航した。その航海中に読んだ、チャールズ・ライエル（Charles 
57アメリカ社会進化論で読む『お国の慣習』














ルサス（Thomas Robert Malthus）の『人口論』（An Essay on the Principle 





（Browne 43-4）。   











































19 世紀最後の 30 年間および 20 世紀初頭にかけてのアメリカ社会では、進化論
の影響力が圧倒的であり、社会進化論を唱えたスペンサーは、アメリカでの評
判が本国イギリスにおけるよりはるかに高かった（Hofstadter 5）、と述べてい
る。この時代のアメリカは、南北戦争（1861 ～ 1865 年）終結後で産業文化の
拡張期を迎えており、急激な経済発展を遂げつつあった。スペンサーの社会進
化論を信奉し、強者必勝を地で行った実業家には、鉄鋼王アンドリュー・カー
ネギー（Andrew Carnegie1835 ～ 1919 年）、金融王 J・P・モーガン（J.P. 
Morgan 1837 ～ 1913 年）、鉄道王ジェームズ・ヒル（James Jerome Hill1838






























モファットとの関わりにおいて読む。全 594 ページ、46 章から成るこの作品中、
年代が明確に特定されるのは、22 章でアンディーンの父親アブナー（Abner）
が義理の息子ラルフ・マーヴェル（Ralph Marvell）にダコタが連邦に編入し
た年について口にした時のみである。史実では 1889 年 11 月のことで、作品の
描く約 10 年間のアンディーンの婚姻関係を中心に年代を計算すると、作品の
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